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音響測深機(魚群探知機)によるプランクトンの

探知と漁場に於げる操業位置選定に関する研究

(予報〉 昔響測深機による D.S. L.の探知

費藤 市郎・三 島 清 吉

STUDIES ON DETECTION OF PLANKTON BY ECHO-SOUNDER COR FISH-FINDER) AND 

SELECTION OF FISHING STATION IN A FISHING GROUND 

CPrelimi:nary Report) DETECTION OF D. S. L: BY ECHO-SOUNDER 

Ichiro SAITO and Seikichi M日HIMA

CFacu1ty of Fisheries， Hokkaido University) 

In the selection of a fishing station in a fishing g.rounds， knowled，ge l:'.s to the presence 

of plankton is an important factor. In the past， it has been reporte1 that a plankton 

schoo1. is rc!c.)rded by ech')-sounder， when the plankton sch')ol is Ob3まrvedby echo -sounder， 

the plankton school would fo.rm a second layer ab)ve the sea b)tt')m in daytime but rise 

at night to the surfa田 of the 記 a. This layer is calle:l “D配 pSCel.ttering Layer" (宮川). 
Even though D. S. L. has been ob記1"vedin the seas of all the wo.dd， it has not yet b田n

recoでdedin the記 asadja也 ntto Japan. 

In the fishing test of squid using echo-sounder in the sョane斑 Capeof Esan in Hokkaido， 

on Novembet"， 9， 1952. the author suddenly recognhed an image which was thought to 

repτe記ntD. S. L. at 50-60 m depth on the recording paper of the echo-sounder which 

is pat"t of the equtpment on the trai.ning boat of the Facu1ty of Fishedes， Hokkaido 

University; the Hokusei ~maru CFig. 1). 

A minute εx:ami.nation of the rec)X'ding indicated that the image of thisτecord diffet"ed 

from that made by squid schoo1. For further invl田tigation，the plankton 問 tw部 lowlぽed

to the lay，町 whichwas indkated to be pで'esentat 60m depth. It was found that the most 

p訂 tof the plankton gathered were Eゅhausiapacifica. 

This D.S. L. rose steadily to the surfacョofthe sョaafter sun田tat 16h. 55m. The 

layer extended to 35 -40 m dηth. After this， the layeτdid not sink. At that time， none 

except squid were taken from suτface down to 35-40 m depth. The author thought that the 

layer may be D. S. L. 

The author hope3 to cl訂正ythe rè1~tjon between the phenomenon of D. S. J.. and such 

fish as salmon， pacific saury and squid， which migrate around Hokkaido， and stock the 

fishing grounds. 

1. 緒 言

漁場に於てはプラシクトシの存否並びに共の多寡が水温と共に操業佼謹選定上，重要君主条件と成つ
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(第1図 Scatteringlayer) 

ているo音響調[深機(魚群探知機〉に魚若手は仇論，プラシ

クトンも記録されると詰われており (1) .著者等もプラシグ

トンらしい琶湖記録像を北機道近海及び佐渡島近ず怠で経験

しているので，音響調I源機を利用し，動物任ブラシクトシ

を多食しているサケ ・マス，サ:/....1えびイカ等のj漁場選定

に役立て度いと寿えている。

H. B. Moore'町は宮iJ{r記録に現われた Deep~cattering 

Layer <D.S.L.)と Euphausiaceaの度係に就て笑表し.

英他欧米に於ける D.S. L.の研仇が字問教授〈町により続i

介されており，君主邦でも専門家によ P此種の託Jf筑が行われ

ている模様である。毛苦言等は1950-1951年の夏空1".北海道

*詩沖合及びエ Pモ山中沖合に於てサケ ・マス泊、に従事中，

F斤言I~ Fala bottom を体験し叉佐渡島より入選崎に向け

航務中，同様友記録像を捉えたことがあるc然し当時海洋

徴税l'器JI、やプランクトンネヅトの添備がなく，単に記録を
見るのみに終ったのである。然るに1952年11月9日，北海

道恵山由甲東沖合3.0-3.5迎に於て，紙夜船北星大にてスノレ

メイカ釣獲中，プラ V タトン若手らしい音響記録像を捉え，

その像が日主主と共に浮上して海面にまで上昇ナる現象を観

要員ナることが出来. この像が Moore等の所謂 Deep

Scattering Layerであろう と考えた。

2. Deep Scattering Layerの観察

北1fJ.丸 004司fi.21OIf)に装備された音響測深機はi熱式

の14.5K.C(三段増幅〉のものであるo 当時の気象海象は

次の主nくである。

位置-…一北海道恵山山中燈台のE，3. 0~ 3.5ì!l1 

水深 。....21O-250m.表面水滋13.S0C

気象一 天候晴.西北西，風ブ:3，大気6.50C

日告定時く天測暦に依る〉ー ー.16時50分.月齢21d

上記水域にて16時35分頃停般してイカ釣獲を始めたが，

間もなく第1図の虫nき記録自民を水面下50-60mに認めた。

との記録は表面に向って次第に上昇して来るのが記、められ

たo16時47分と日淡後の16時四分にプラシグト yネット

く口径31cm.長さ100cm国産飾絹xx13生誌の千字通ネット〕を

像の最深々度60mx乞降下して，プラ :/7トンを採集した。

日淡後 5分fHlを経過した16時55分頃にはS.L.は殆ど水面

まで浮上したっこの庖は水面下35-40mまで拡が り， 共後

衛tiEを始める迄の40分間，沈降は認められなかった。
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3. D. S. L. ?::構成した Planktonについて

前記の 2回に豆り垂直採集したプランクトン資料は，標本が若い個体であるため正確な同定が困難

であったが.Euphausia pacificaが大部分を占め Thysanoessasp.が 1-2個体含まれ，との他

Themisto sp.及び Copepoda10数種ーから成っており ，植物性プラ yクト yとしては，珪藻が若干見

られたのである(安楽正照氏関定〉。

第 2図 スルメイカの音'ilI1J記録(昭和25年12月〉

第 3図 ス，レメイカの音i則記録(昭和27年11月 9日)
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I'lnち Euphausiapacificaが
D. S. L.の主宏、る成因を成ナ

ものと考えられる。

観測時間中，スノレメイカは間

断なく釣れていたが，スルメイ

カの記録像は(同一昔測機使用〉

第2図〈引及び第3図の如く極め

て薄い記録で，特に第8図は前

記 Scatteringlaye.rを記録ナ

る約30分前の16時頃捉えたイカ

大群の記録であって，此の場合

到底イカの記録とは考えられな

いJ 而してスノレメイカも動物性

プラ!/!7ト yの Themisto等を

摂取していることが秘められて

いるので，イヵとプラシクト y

群との関聯性も考えられるので

ある。

T訂以上は上記プランクトン採集の際，プ

ラy クトシネットを以て拡散府 CS.L.)と.

それより上暦と下見まとに区切って曳くべき

で、あったが.設備の不備のため垂直に曳い

た結果:であって，此点に~)~ては今後更にlíJf

況を進め度い。

壬.結 竺'i:l:!‘

""" 
著者等は上記の如く北部託遁近海にて侠然

D.S. L.を観察したが，今後は海洋絞iJllJ器

械やプランクトン採祭器具等を整備し，方『

る記録像の実態を究明ナると共に，此の記

録とサケ・マス，サンマ及びスノレ メイカ等.

北縄遁近日街に見られるiP¥jb'fl'lの魚群との関

聯性を覧明して漁場に於ける操業位置の選

定に利用し度いと思う。



終りに臨みプランクトシ同定に関し御援助を頂いた本学部浮1活字生物学教室の安楽正照氏並に今回の

実験に御協力民いた北星丸乗組員一同に対し感謝の意を表ナる。
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